











 主に考察の対象とした文献は、Madhyāntavibhāga (『中正と両極端との弁別』 以下、
MAV) とその世親釈論（Madhyāntavibhāgabhāşya 以下、MAVBh）、ならびにその安慧
復註（Madhyāntavibhāgaţīkā 以下、MAVŢ）である。MAV は、その書名に示されると






























証しようとする傾向もある。そのような傾向は、たとえば Viņśatikā Vijñaptimātratāsiddhi 
(以下、Vś) における外界実在論者 (bāhyārthavādin 有外境論者) に対する批判や、陳那 






































































 (upacāra 仮設)という概念も援用しつつ、確認する。 



























































に有している顕れについては、pratibhāsa もしくは ābhāsa という語で示す、という使い








































階にある認識論を用いていることが予想される。MAVBh と MAVŢ における教理の理解
や解釈に関する相違の問題についても、少なくとも本研究で考察した範囲においては、
MAVŢ には MAVBh よりもある程度整備された理論体系があった、と考えられるであろ




ということも予想される。たとえば、MAVBh と MAVŢ とにおける、第 3 偈の解釈の明
明かな相違などは、このことと無関係ではないと思われる。 
 以上の様な考察は、今後、瑜伽行唯識学派の思想的展開の解明を為す際の、ひとつの
手がかりとなるのではなかろうか。 
 本研究において見てきたとおり、MAVŢ で説かれている教理事項は、認識論的に重要
な意義を有している。しかし、その広範にわたる論説の中には、言うまでもなく他の教
説（たとえば阿頼耶識説や三性説、もしくは入無相方便のような修行道論など）に深く
関わっている議論にも多くの紙幅が費やされている。安慧の唯識説における認識論的側
面に考察の対象と範囲を限ったため、そのような教理事項の解明は課題として残されて
 10
いるが、本研究を通じて提示し得た、日常的な認識の成立場面に関わる安慧の唯識説を
一つの拠点として、研究を深化させていきたいと考える。 
